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1 は じ め に

草地土壌は経年的に酸性化が進行するため,造成後 3年

目毎に石灰の追肥が必要となる。しかし,生産現場では必

ずしも石灰の追肥が実施されておらず,草地生産力の低下

を招く原因となっている。これに対処するためには,炭 カ

ルよりも石灰成分の溶解が遅いと考えられる,粗砕石灰の

施用が有効と思われる。そこで,草地における粗砕石灰の

土壌酸性改良効果及び施用法を,炭カルとの比較で検討 し

たのでその結果を報告する。

2試 験 方 法

(1)試験前土壌の性質 :土壌は腐植質火山灰土壌で,そ

の化学性は表 1に示すとおりである。

12)試験区の構成及び石灰質資材施用量 :表 2のとおり。

(31 粗砕石灰の特性 :石灰岩を粗粉砕したもので,ア ル

カリ分は炭カルと同じ53%であり,粒度別構成割合は, 2

mm以上44%.2～0 5mll%,0 5mm以下45%である。

表 1 試験前土壌の化学性 (深度 0～ 15m)

注 1)炭カル基準量は,緩衝曲線法により改良深度15omでpH65を 目標
に算出した也
2)リ ン醐酎罰オは 全区とも20%ようりんを1001g/10a施用。

14)試験圃の造成及び施肥量 :試験圃は原野化した放牧

地を1987年 8月 31日 に耕起し,オーチャードグラス (キ タ

ミドリ)単播草地とした。造成時の基肥量はN― P206-
K,0‐ 5-5-5 kg/10aと し,ま た,利用年の追肥量は

N― P,06-K20‐ 20-13-13kg/10aで ,こ れを早春及
び最終刈を除く各番草毎に分施した (年 4回刈り)。

3 試験結果及び考察

は)土壌pH及び置換性CaO含量に及ぼす影響
1)利用 1年目と4年目における土壌pHを図 1に示
した。粗砕石灰単用系列 (以下,単用系列)では石灰の増

施に伴いpHが上昇し,利用 1年目において目標pH6 5を

達成したのは,粗砕石灰 4倍区のみであった。一方粗砕石

灰・炭カル混用系列 (以下,混用系列)では,単用系列同

様石灰施用量が多いほどpHが高く,粗砕石灰 2倍 または

4倍に炭カルを混用した区 (m7,8,9,10)で は,利
用 4年目においてもpH65以上の値にあった。

石灰施用量が同じである粗砕石灰 2倍区 (M2)と 粗砕

石灰標準+炭カル基準区 (Na 4)を比較すると,利用 1年

目ではM2区のpH60に 対し,M4区 がpH66と 高く,炭
カルと混用した方が明らかに酸性改良効果が高くなること

が示された。

また,利用 1年目と4年目のpHを比較すると,粗砕石

灰を施用した場合 4年目>1年目となり,粗砕石灰の酸性

改良効果の持続性が大きいことが認められた。

67

2  3  4  5  6  7  3  9  10 11

図 1 利用 1年目と4年目の上壌 pH
注 0～ 15c lの 部位から5 cm毎に採取した平均値

2)置換性CaO含量と石灰飽和度を表 3に示 した。
単用系列及び混用系列ともpHと同様,石灰の施用量が多
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表 2 試験区の構成
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表 3 置換性CaO含量及び石灰飽和度

注 各年次とも秋季に 0～ 15clの部位から採取

いはど置換性Cao含量が高くなった。また,石灰施用量が

同じNo 2区 とNo 4区を比較すると,混用したNo 4区が利用

1年目から818mg/100gと 高い値を示していた。

次に,石灰飽和度をみると,単用系列の利用 1年目にお

いて,本県の土壌改良目標値とされる60%り を越えたのは,

4倍区 (M3)のみであつた。一方混用系列では,粗砕石
灰標準+炭カル基準区 (NQ 4)と 粗砕石灰 2倍 ,4倍区
(No 7,8,9,10)において,利用 1年目から4年目にか

け概ね60%以上の値にあった。 しかし,粗砕石灰 4倍区

(NQ 9,10)では,土壌表層部位 0～ 5 cmに おいて,石灰

飽和度が100%を越えており過剰な状態にあった。

以上,土壌の酸性改良効果及び肥料経済の面から判断す

ると,混用系列の粗砕石灰 2倍 +炭カル1/3区 (NQ 8)が

最も適当であった。

3)粗砕石灰を単用 した場合の置換性CaO含量の 4
か年平均値を図 2に示した。炭カル基準区の置換性Ca0

含量は488mg/100gであり,この含量に相当する粗砕石

灰施用量を推定すると,炭カルの約 3倍量必要なことが判

明した。

佗)牧草収量及びCa含有率に対する粗砕石灰施用効果
1)4か年の牧草風乾収量を表 4に示した。粗砕石灰

施用区の合計風乾収量は,単用系列の標準区 (NQ l)と 混

用系列の4倍区 (NQ 9,10)が やや低収であるものの,全

般的には炭カル区とほぼ同等の値を示した。石灰施用によ

る増収効果は,土壌表層部の置換性Cao含量が167mg/

1008以下の場合に発現するとされている
1)。
本試験では ,

各区とも0～ 5 ct部位の置換性Cao含量が 4年間をとお

し270mg以上の水準にあったため,収量に大きな差が出な

かったものと推察される。なお,Ml区及びNo 9,10区 で

やや低収となったのは,Nα l区では利用 1年目から4年 目

にかけてpH及び石灰飽和度が炭カル区に比べ低かったこ

と,ま た血 9,10区では,石灰飽和度が100%以上を越え

ていたことが影響したためと思われる。

2)牧草中のCa含有率は,粗砕石灰の増施に伴い高
まる傾向にあつたが,単用系列と混用系列間においては,

判然とした差が認められなかった。また,炭カル区と比べ

ても大きな差はなく,石灰成分の吸収において炭カルと遜

色ないことが示された。

表4 牧草の風乾収量 (kg/10a)

4 ま と め

草地の酸性化を長期に抑制することが可能と考えられる

粗砕石灰の酸性改良効果及び施用法について検討した。

その結果,粗砕石灰を単用した場合の上壌酸性矯正力及

び石灰成分の供給効果は,草地造成時及び利用年いずれも

炭カル施用効果の1/3程度であると考えられた。また,粗

砕石灰は,単用するよりも炭カルと混用した方が酸性改良

効果が大きく,適正施用量は,肥料経済の面からみて粗砕

石灰 2倍 +炭カル1/3と 判断された。
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図2 粗砕石灰単用系列における施用量と土壌
CaO含量 (4カ 年平均)の関係

注 0～ 15colの 部位から5m毎に採取した平均値
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炭 カル 11 1,047 1,172 1,064 1062 (lllll)

注 ( )内は炭カル基準区を100と した指数。

炭カル基準区のCaO合量


